
　食育推進の評価　※実態（現状値）から目標値を設定し、年度末の実績（値）から推進の状況を評価する（　）は年度末の実績
　　活動指標(例) 全体計画に位置付けて食に関する指導を実施した取組回数　現状〇回→目標〇回（→実績〇回）
　　成果指標(例) 規則正しく１日３度食事をすることは大切であると考える生徒の割合〇％　現状〇％→目標〇％（→実績〇％）
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１年化学基礎「科学と人間生活」
・科学と物質<重・健・選>
１年生物基礎「生物の特徴」
・遺伝子とその働き＜重・健＞

３年科学と人間生活「人間生活の中の科学」
・物質の科学・生命の科学＜健・選＞

保健委員会による活動（食中毒予防・熱中症
予防）

２年化学「有機化合物の性質」
・高分子化合物＜健・選＞

１年保健「現代社会と保健」
・生活習慣病などの予防と回復＜重・健＞

２年保健「健康を支える環境づくり」
・食品と健康
・健康に関する環境づくりと社会参加
＜重・健・選・社＞

１年公共「公共の扉」
・公共的な空間における人間としての在り方生き
方＜重・健・選・感・社・文＞
３年世界史Ｂ「世界史へのまなざし」
・日常生活から見る世界の歴史＜選・社・文＞

１年地理Ａ「国際理解と国際協力」
・生活文化の多様性と国際理解
・地球的課題と国際協力＜選・感・社・文＞
２年日本史Ｂ「近現代の地域・日本と世界」
・現代の日本の課題の探求＜社・文＞

地理歴史
公民

【食育推進体制】（○○委員会）
　委員長：校長（副委員長：副校長・教頭）
　委員：教務主任、養護教諭、学年主任、教科主任、学級担任（必要に応じて、保護者代表、学校医・学校歯科医・学校薬剤師等）
※食に関する指導を行う組織の構成メンバー、連携先について記述する。

【家庭・地域等との連携】
・学校ホームページ、保健だより、学校評議会、学校保健委員会　等
※家庭・地域との連携や、共通理解を図るための情報発信等について記載する。

教科等における食に関する指導の年間計画

教科等

３年世界史Ｂ「世界課題の世界」
・地球世界の課題の探求
＜重・健・選・感・社・文＞

県立○○高等学校　食に関する指導の全体計画　例

【生徒の実態】

※食に関する生徒の実態を記述する。

【学校教育目標】

※教育目標・めざす生徒像等を記述する。

【関連法規】
・食育基本法
・学習指導要領
・食育推進基本計画
・千葉県食育推進計画

４～７月 ９～１２月 １～３月

【食育の視点】
◇食事の重要性
◇心身の健康
◇食品を選択する能力
◇感謝の心
◇社会性
◇食文化

【食に関する指導の目標】
（知識・技能）食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な食生活
に関する知識や技能を身に付けるようにする。
（思考力・判断力・表現力等）食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理し
たり判断したりできる能力を養う。
（学びに向かう力・人間性等）主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料
の生産等に関わる人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を
養う。
※学校教育目標を実現する観点から、目標を設定する。
文部科学省「食に関する指導の手引き-第二次改訂版-」にある目標(上記)を参考にする。

２年家庭総合「食生活の科学と文化」
・食生活を取り巻く課題、食の安全と衛生、
日本と世界の食文化＜重・健・選・感・社・
文＞

１年家庭基礎「食生活と健康」
・栄養の特徴や食品の栄養的特質，健康や環境に
配慮した食生活
・食品の調理上の性質，食品衛生
＜重・健・選＞

２年家庭総合「食生活の科学と文化」
・ライフステージの特徴や課題に着目し，栄
養の特徴，食品の栄養的特質，健康や環境に
配慮した食生活＜重・健・選・感・社・文＞

１年「環境・福祉・健康・情報・国際理解な
どの課題について」
＜重・健・選・感・社・文＞

３年「環境・福祉・健康・情報・国際理解な
どの課題について」
＜重・健・選・感・社・文＞

２年「環境・福祉・健康・情報・国際理解な
どの課題について」
＜重・健・選・感・社・文＞

１年適応と成長及び健康安全
・心身の健康と健全な生活態度や規律ある週
間の確立＜重・健・社＞

２・３年学業と進路
・望ましい勤労観、職業観の確立＜重、健＞

〈   〉内は、食育の視点を示す。
〈重〉食事の重要性　〈健〉心身の健康　〈選〉食品を選択する能力　〈感〉感謝の心　〈社〉社会性　〈文〉食文化

健康診断＜健＞

保健委員会による活動（虫歯予防）
保健委員会による活動（インフルエンザ予
防・風邪予防）

文化祭＜選、社、文＞
体育祭＜健・社＞修学旅行＜社・文＞


